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奴はネコだった。

右から見てもネコ、左から見てもネコ。

真正面から睨みつけてもネコだし、もちろん右斜め四五度から見てもネコだった。

ただし、うしろから見ると、

「にゃー」

奴はとても怒る。自分のカッコイイ顔を見てもらえないからのようだ。

「おい、『貴様』」

僕はネコの名前を呼んだ。

「にゃー」

甘えるようにすりよってくる姿は、チンピラが一般人にからむ情景と似ていた。

「貴様」再び、僕は言った。「貴様に名前をつけてやる」

「にゃー」

喜んでいるようだ。大きな口を開け、あくびをしている。

そんなネコには構わず、僕は旅の支度を始めた。

「行き先は」僕は夕日を見つめた。「どこにする？」

「にゃー」

奴が意見を述べた。

「なにぃ」僕は怒った。「海外だと？」

「にゃー」

「ふざけるな。金がかかるだろう」

「にゃー」

「食事が口に合わないかもしれないんだぞ？」

「にゃー」

「富士山だってないんだぞ？」

しかし、ネコは自分の主張を曲げようとしなかった。

なんて強情なネコだ。飼い主に似るとはこのことか……『ぬう、オレが飼い主か』僕は心の中
でツっコんだ。

結局、僕はため息をついた。

「仕方ない。貴様の意見を採用してやる。ゴー・トゥー・日本外だぜ」

「にゃー」

「しかし、あれだな。飛行機に乗るのは面倒だ。手続きはともかく、金がかかる」

「にゃー」

「貴様が億万長者というオチもないだろうしな。こうなったら……アレしかないか」
僕はポケットをまさぐった。

「〇〇コプター」



「にゃー」

「文句を言うな。乗れ」

僕たちは太平洋に飛び出した。

海は青かった。空も青かった。

しかし、それよりも青かったのは僕たちの表情であり……
そして、ついにそのときが来た。

「ぬう」僕はうめいた。「燃料切れだぜ」

「にゃー」

奴の叫び、これを断末魔というのかもしれない。

墜落。

僕の頭にこんな言葉が浮かんだ——『ラストシーン・オレたち』。
「くそぅ」

僕は唇をかみしめた。

下は海。助かる見込みは、ない。このままの速度で落ちれば、

「マリファナ海溝に行けるかもしれんな」

「にゃー」

ネコの指摘に、僕はハッとした。

——マリファナって麻薬じゃん。
正確にはマリアナ海溝だ。なんということだ、最期の最後でミスってしまった。

「一生の不覚だぜ……」
「にゃー」

奴がなぐさめてくれた。僕は奴の腕を取った。

「貴様。最後の瞬間まで、この手を離さないでくれ」

「にゃー」

ネコはうなずいた。イヤがっているようにも見えたが、きっと気のせいだ。この期に及んで僕を

イヤがるなどと、そんなことがあっていいはずがない……
「ぬう」僕は気づいた。「ぶくぶく（さりげに息苦しいぜ）」

「ぶくぶく（にゃー）」

なんということだ、僕たちはもう海に落ちていたのだ。このままでは窒息してしまう。

「ぶくぶく（水が冷たいぜ。ハートに染みるな）」

「ぶくぶく（にゃー）」

絶望的な状況。

しかし、ネコの目には希望の光があった。

そうか……僕はそのときになって思い出した。
こいつはただのネコじゃない。



『えなじー』を使えるのだ。人類を救う、未知の力。

その力さえあれば——
「ぶくぶく（貴様。『えなじー』を使うんだ）」

「ぶくぶく（にゃー）」

「ぶくぶく（いくぞ）」

僕は奴の手を握った。

奴も僕の手を握った。

つながる手と手。

そして、僕たちは同時に叫んだ。

「『えなじー』」

——瞬間、僕たちはめいっぱい海水を飲み込んでしまったのだった。

「ぬう」顔を上げ、僕は思った。「ここはどこだ？」

どうやら海外のようだった。

なぜなら、そこは木々の覆い茂ったジャングルだったから。

「いつの間に。これが『えなじー』の力か？」

「にゃー」

そんなとき、ネコが看板を見つけた。

こう書いてある。

『オオカミ注意』

「ほほう」僕は不敵に笑った。「そんなケモノなど。いつでも来るがいい」

「にゃー」

笑う僕たち。

そのとき、横手の茂みがガサッと音を立てて——
どぴゅー。

「貴様、なぜ逃げる」

「にゃー」

「つられてオレも逃げているが」

「にゃー」

僕たちの旅は、始まったばかりだった……。

（ＥＮＤ）
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